
第２回 徳島駅周辺まちづくり計画検討会 資料② 



１. まちづくり計画における新ホールの位置付けについて 

新ホールの位置付け 

 徳島駅周辺まちづくり計画では、駅前広場を中心とした公共空間と様々な都市機能が一体的に機能
することにより、にぎわいを創出し、また車中心から人中心の空間へ転換（「にぎわい交流軸」の形
成）を図ることにより、にぎわいを面的に広げていくこととしています。 
 新ホールは芸術文化活動の拠点となる施設として、歩行者・にぎわい空間などと連携することによ
り、にぎわいの創出に寄与することが期待される施設です。 
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２. 新ホール建設予定地の変更に伴うまちづくりの方向性について 

まちづくりの方向性 

• 新ホールと徳島駅部との距離が離れることによる新ホールと歩行者･にぎわい空間等との相乗効果 

  ⇒鉄道高架事業により生み出される土地を活用した空間的な繋がりの創出や、各ゾーンの役割 

   分担と連携のあり方を検討します。 

• 新ホールへの公共交通によるアクセス性 

  ⇒新ホールと徳島駅部の連携を支えるため、歩行者ネットワークの充実に向けて検討します。 

文
化 

地理的な距離は当初の計画より
も広がるため、新ホールと徳島駅
部が一体的に機能しつつ、駅周
辺のにぎわいを創出していくために
は、新ホールと徳島駅部との間の
動線を強化していくとともに、空間
的な連続性を生み出す事が重
要。 

計画内容の修正を実施 

まちづくりにおける新ホールの 
役割を踏まえた施策の修正 

 
• 新ホールは、市内外からの利用が見
込まれ、芸術文化活動の拠点となる
施設であることから、その建設予定
地の変更を受けて、計画内容の修正
を行います。 
 

• 歩行者･にぎわい空間や、にぎわい
創出ゾーンも含めた駅前のにぎわい
を創出していくにあたって、新ホー
ルと徳島駅部との有機的な連携が図
られる事が重要であるため、新ホー
ルと徳島駅部との間で、開演前の待
ち合わせや終演後の余韻を楽しむこ
とができる魅力的な空間づくりを進
め、新ホールと徳島駅部とのつなが
りを強める必要があります。 
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３. まちづくり計画における空間再編の考え方について 

空間再編イメージの修正案 

 駐車・駐輪場の機能は駅西側駐車場で
補われるため、当初駐車・駐輪場として
いたエリアについては、新ホールと徳島
駅部との空間的な連続性を確保していく
観点から、新たな活用方策を検討します。 
 
 このゾーンは、鉄道高架後には中央公
園との一体的な空間整備が可能であると
ともに、新ホールとの近接性を活かした
取組を展開しやすい場所です。 
 したがって、このゾーンを「文化・レ
クリエーションゾーン」に変更し、「に
ぎわい創出ゾーン」や「歩行者・にぎわ
い空間」との適切な役割分担の下、まち
全体のにぎわいづくりに取り組んでいく
こととします。 
 また、都市開発用地としての活用も併
せて検討し、用地の高度利用を促進して
いきます。 
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３. まちづくり計画における空間再編の考え方について 

空間再編の考え方 

にぎわい創出ゾーン 歩行者・にぎわい空間 
文化・レクリエーション 

ゾーン 

役割 

 徳島の玄関口として高次の都
市機能を集積し、にぎわいを
創出する 

 
⇒徳島の玄関口にふさわしい高次の魅
力的な都市機能を誘導し、都市の拠点
としての機能をより一層強化 

 多様な主体によるイベントの開
催や、滞留を促す場の設置等に
より、にぎわいの連続性を創出
する 

 
⇒ゆとりのある広場的空間において各
種イベントを実施したり、仮設的な都
市機能を導入するなど、積極的な機能
の新陳代謝を進める、市民や来訪者を
飽きさせない創意工夫を実施 

 駅と文化施設の集積するエリ
アを魅力的な空間で繋ぎ、一
体的な活用を可能にする 

 
⇒新ホールや中央公園との近接性を活
かした都市機能を導入し、新ホールと
徳島駅部との有機的なつながりを強化 

機能例 

• 魅力的な物販店 
• 徳島県の魅力を発信する物産店 
• インバウンドも含めた集客を収容

するシティホテル 

• 定期的にイベントが開催可能なス
ペース 

• 来訪者が憩い休憩するスペースや
オープンカフェ 

• 期間限定など、柔軟な出店が可能
な仮設店舗 

• ギャラリー、アトリエ 
• 中央公園との近接性を活かしたス

ポーツ施設（フィットネス、ジョ
ガーステーション） 

• 広域からファミリー層が集まる子ど
ものレクリエーション（遊び場） 

• 都市開発用地 

 駅周辺のにぎわいづくりにおいては、鉄道高架と連動しながら空間再編などを行う３つのゾーンの
適切な役割分担と連携が必要となります。 

これらの役割を踏まえて施策を修正 4 



４. まちづくり計画の修正について 

基本方針①における施策の修正案（計画本文・18ページ） 

鉄道高架事業に伴い、車両基地跡地の活用や徳島駅前広場の再整備と連動しながら、既存施設や地域資源との
連携を考慮しつつ、駅周辺用地の高度利用を誘導し、シンボル性の高い建物と広場空間の活用によりにぎわいを
創出する。 
また、高架下空間についても、駅利用者の利便性を高める機能を充実させる。 

【徳島駅周辺用地の高度利用】 
・既存の徳島駅直近の商業地における、 

 ①建物低層部への都市機能（立地適正化計画における誘導施設等） 
 の導入、②歩行者・にぎわい空間と一体となった環境空間の確保 

 及び高質化、③連続性のある歩行者動線の確保等を条件とした用地 
 の高度利用の誘導（容積緩和） 

【高架下空間の活用】 
・地上レベルにおける駅南北の往来や、公共交通利用者の利便性向 

 上に留意した、高架下空間における商業・サービス施設の誘導 

現在の徳島駅北側 

②鉄道高架事業により生み出される土地や空間などを活用したにぎわいづくり 

修正内容：赤字部分の記述を追加 
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４. まちづくり計画の修正について 

基本方針①における施策展開図の修正案（計画本文・20ページ） 

■市立体育館の建て替え等検討 

■芸術文化等をテーマとした
にぎわいの創出 
（各種イベントの開催） 

■徳島市の伝統文化を伝える施設の魅力化 

（阿波おどりの歴史や眉山の魅力を伝える取組   
 の実施） 

■高架下空間の活用 
（南北の往来） 

（商業・サービス施設の誘導） 

■文化施設の整備 
（新ホール建設予定地） 

■観光案内施設の機能強化 

■都市機能とにぎわい空間の連
続性の確保 

（気軽に運動ができる健康増進施設
の誘導） 

■芸術文化等をテーマとしたにぎわいの創出 
（アートギャラリーや工房等の導入促進） 

（徳島中央公園との一体性を生かした文化、レク   
 リエーション機能の導入促進） 

■都市開発用地としての活用検討 

凡 例 

■歩行者・にぎわい空間における滞在の仕掛づくり 

■徳島駅周辺用地の高度利用 

（低層部への都市機能の導入や歩行者・にぎわい空間と一体となった環境空間の確保等） 

■県都の役割を担う都市サービス機能の誘導 

■ターゲットに応じた住宅の供給促進・支援 
■まちなかでの生活サービスの充実 
（スーパーマーケット等最寄り品を扱う店舗の誘致） 
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４. まちづくり計画の修正について 

基本方針③における施策展開図の修正案（計画本文・24ページ） 

■駅前広場の施設配置の見直し 
（交通施設の整備（一般車・タクシー）） 

■国道438号 新町橋通の道路空間再編検討 
（社会実験の実施等） 

■新しい移動手段の導入と交通結節点の設置 

■高架下空間を活用したパーク＆ライ
ド型駐車場・駐輪場の導入 

■鉄道横断動線の整備 
（市役所前道路の整備） 

■連続立体交差事業 
（踏切除去） 

■国道192号のアン 
ダーパスによる歩行 
者動線の確保 

■公共交通が相互に連携した利便性の高い公共交
通ネットワークの再編 

■一番町のモール化 

■鉄道横断動線の整備 
（平面4車線道路整備） 

■駅前広場の施設配置の見直し 
（交通施設の整備（バス）） 
（わかりやすく利便性の高い交通施設の配置） 

（来訪者にもわかりやすい利用案内･情報提供） 

■新しい移動手段の導入と交通結節点の設置 

■駅前広場の施設配置の見直し 
（車両と歩行者の動線を分離） 

■新ホールと徳島駅部とをつなぐ 
 歩行者動線の整備 
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